
玉川学園・玉川大学

健康・スポーツ科学研究紀要

第 19号

本学体育施設における暑さ指数（WBGT）の観測状況

－2011～2018 年の記録－

山田信幸　川崎登志喜　小林智子　

大澤誕也　河野峻平

　　



8

 
     This study investigated and 
analyzed the activities and circumstances 
of KK Zagreb, a basketball club in 
Croatia. Results of a survey and a series 
of interviews showed the operation of the 
youth training organization and the 
management of the professional team. 
The possibility of further study exists. 
Investigation of clubs other than KK 
Zagreb would clearly be useful. 
Numerous studies have examined 
basketball in the United States. Efforts to 
add studies of Croatia and the European 
area should be undertaken. 
     The survey of Croatian basketball 
detailed here provides empirical data 
that should to be useful to sport scientists, 
coaches, persons in charge of top leagues, 
and those in charge of developing 
basketball players while studying and 
building competition and management 
systems. 
 
 
Notes 
*1) The FIBA EuroChallenge has not 
been held since 2016. 
*2) From the 2016-17 season, the 
Croatian domestic league now requires 
that clubs participating in the ABA 
league also take part in the Croatian 
domestic league from the beginning of 
season.  
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近年、熱中症の事故報告が多くなされている。

教育現場において熱中症事故予防は必須のこと

である。そのため、日常生活においては日本生

気象学会より「日常生活に関する指針」が公表

され、運動時においては（公財）日本体育協会

により「熱中症予防運動指針」が示されている。 
その指針においては、 湿球黒球温度（WBGT）
を指標とした基準が示されている。 
WBGT は「労働環境や運動環境の指針として有

効であると認められ、ISO 等で国際的に規格化

されている」ものであり、熱中症等の事故防止

の観点からアメリカで提案され、日本において

も一般的な指標となっている２）。本学では主要

な体育施設において WBGT の測定を継続的に

行い、運動実施可否の判定や熱中症の予防に利

用している。 
そこで本稿では本学の主要体育施設における

値の観測データを報告する。 

 測定の概要

測定の概要は以下の通りである。

１）測定年： 〜 年（８カ年）

２）期間：各年とも 月〜 月（年により 月

まで）

３）時刻： 時 分、 時 分、 時 分、

時 分

４）施設：体育館 ，グラウンド （人工芝グラ

ウンド１，土グラウンド１）

５）使用機器：熱中症指数モニター計（A&D 社

製：AD-5695）
測定は各施設の管理担当職員が行った。

 結果

観測データは、日本生気象学会「日常生活に関

する指針」をもとに 段階（危険： ℃以上、

厳重警戒： 〜 ℃、警戒： 〜 ℃）を時間

ごとにまとめ、その出現日数および観測日数あ

たりの出現率を算出した。

結果を、表 − 〜表 − に示した。（文末）

グラウンドにおいては 月に ℃以上（危

険）を高い頻度で記録することが多く、 ％の

出現率を示すこともある。体育館において ℃

以上の「危険」を記録したのは 年 月にお

ける 回のみである。

〜 ℃（厳重警戒）はグラウンドにおいて

高い出現率であり、同時期の体育館では、 〜

℃（警戒）の出現率が高い。 ・ 月期はグラ

ウンドにおいて一層の警戒が必要である。

環境省２）によると暑さ指数（WBGT）が 28℃
を超えると熱中症患者発生率は急増するとされ 
ている。 

 

図 日最高 と熱中症患者発生率 ２）より

 
〜 ℃（厳重警戒）の出現率が高いグラウンドで

の活動には十分に注意したい。 
写真 は、 大学における７月中旬のグラウンド

温度を赤外線サーモグラフィ（ ）により撮
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影した写真である。上写真は 時の授業開始直前で

あり表面温度は ℃を示している。その後 分

のウォーミングアップを終了した時点で ℃を記

録した。短時間で表面温度は上昇し、同日授業終了

時点では ℃まで上昇している。 

 
写真１ 授業開始前（ 大学サッカー場）

写真 分後（ 大学サッカー場）

人工芝グラウンドは、ゴムチップを使用しているこ

とやその色などにより高温になりやすい特性がある。

本学記念グラウンドも人工芝であり、同様の状況

が発生している可能性がある。また、本測定はグラ

ウンドの周囲での測定である。グラウンド内におい

ては 値自体も上昇している事も考えられる。体

育・スポーツ活動中はそれらも加味して対応したい。

今回の計測期間内において熱中症による重篤な事故

は発生していないが、今後は保健室、健康センター

における熱中症報告との関連を調査・検討する必要

がある。 
WBGT 計は様々なタイプが市販されている（図−

）。近年は安価なものも増え、スポーツ現場等で

多く利用されている。 

 
 
図-2 TANITA 社（TT562） 

 
図-3 A&D 社（AD-5687） 

これら WBGT 計を複数用意し、各授業担当者が

授業場所の計測を随時行う体制を取ることも必要で

あろう。活動開始時に水分摂取をすること、授業時

間内でのこまめな給水などソフト面での予防策とと

もに、環境整備や観察の継続などハード面での予防

に積極的に取り組んでいきたい。

参考文献 
１） 厚生労働省健康日本 ホームページ

２） 環 境 省 熱 中 症 予 防 情 報 サ イ ト

＊表 を添付して下さい！
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表−１−１ ２０１１年　各施設のWBGT（３段階）出現日数

観測日数２５度以上率(%)２８度以上率(%)３１度以上率(%) 観測日数 ２５度以上率(%)２８度以上率(%)３１度以上率(%)

表−１−２ ２０１１年　各施設のWBGT（３段階）出現日数

観測日数２５度以上率(%)２８度以上率(%)３１度以上率(%) 観測日数 ２５度以上率(%)２８度以上率(%)３１度以上率(%)

月 時間
記念体育館 記念グラウンド

６月

７月

８月

９月

月 時間
大体育館 大グラウンド

６月

７月

８月

９月
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表−２−１ ２０１２年　各施設のWBGT値

観測日数２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%) 観測日数 ２５度以上 率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上 率(%)

表−２−２ ２０１２年　各施設のWBGT値

観測日数２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%) 観測日数 ２５度以上 率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上 率(%)

月 時間
記念体育館 記念グラウンド

６月

７月

８月

９月

月 時間
大体育館 大グラウンド

６月

７月

８月

９月
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表−３−１ ２０１３　施設のWBGT（３段階）出現日数

観測日数 ２５度以上 率(%) ２８度以上 率(%) ３１度以上率(%) 観測日数 ２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%)

表−３−２ ２０１３　施設のWBGT（３段階）出現日数

観測日数 ２５度以上 率(%) ２８度以上 率(%) ３１度以上率(%) 観測日数 ２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%)

８月

９月

６月

７月

９月

月 時間
大体育館 大グラウンド

７月

８月

月 時間
記念体育館 記念グラウンド

６月
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表−４−１ ２０１４年　各施設のWBGT（３段階）出現日数

観測日数２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%) 観測日数２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%)

表−４−２ ２０１４年　各施設のWBGT（３段階）出現日数

観測日数２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%) 観測日数２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%)

８月

９月

６月

７月

９月

月 時間
大体育館 大グラウンド

７月

８月

月 時間
記念体育館 記念グラウンド

６月
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表−６−１ ２０１６年　各施設のWBGT（３段階）出現日数

観測日数２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%) 観測日数 ２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%)

表−６−２ ２０１６年　各施設のWBGT（３段階）出現日数

観測日数２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%) 観測日数 ２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%)

９月

10月

７月

８月

月 時間
大体育館 大グラウンド

６月

９月

10月

７月

８月

月 時間
記念体育館 記念グラウンド

６月

本学体育施設における暑さ指数（WBGT）の観測状況　　63



表−７-1 ２０１７年　各施設のWBGT値（３段階）出現日数

観測日数２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%) 観測日数 ２５度以上 率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%)

表−７-2 ２０１７年　各施設のWBGT値（３段階）出現日数

観測日数２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%) 観測日数 ２５度以上 率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%)

１０月

８月

９月

月 時間
大体育館 大グラウンド

6月

7月

９月

１０月

7月

８月

月 時間
記念体育館 記念グラウンド

6月

64　　玉川学園・玉川大学健康・スポーツ科学研究紀要 第 19 号



表−８-1 ２０１８年　各施設のWBGT（３段階）出現日数

観測日数 ２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%) 観測日数 ２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%)

表−８−２ ２０１８年　各施設のWBGT（３段階）出現日数

観測日数 ２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%) 観測日数 ２５度以上率(%) ２８度以上率(%) ３１度以上率(%)

９月

１０月

7月

８月

月 時間
大体育館 大グラウンド

6月

９月

１０月

7月

８月

月 時間
記念体育館 記念グラウンド

6月
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